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５年度上半期（４～９月）の大気測定結果がまとまりましたので、次のとおり報告します。

■浮遊粒子状物質■浮遊粒子状物質

　大気中に浮遊する粒子状物質で、
その粒径が 10㎛（１㎛は１㎜の千
分の１）以下のものをいう。

■降下ばいじん■降下ばいじん 5年度上半期
平均値

4年度上半期
平均値 前年差

（t/㎢・月）
一番畑保育園 3.75 3.64 0.11
名和児童館 2.83 2.69 0.14
名和町吹付 3.66 4.01 -0.35
名和東児童館 3.04 2.98 0.06
上野中学校 3.01 3.27 -0.26
ソラト太田川 3.54 3.37 0.17
まなぶん横須賀 5.70 5.93 -0.23
養父児童館・

養父健康交流の家 4.36 3.54 0.82

横須賀中学校※ 2.80 3.22 -0.42
三ツ池保育園 2.61 2.35 0.26
10 地点平均 3.53 3.50 0.03

※横須賀中学校は県の測定局

　企業の事業活動によるものや、自動車からの排出
ガス、風などによる土砂の巻上げなど、大気中に浮
遊している物質のうち、比較的粒子の大きいものが
重力や雨の作用で地上に降下したもの。
　上半期の市内平均値は、3.53t/㎢・月となり、
昨年度より 0.03t 増加したが、直近 10年間の上半
期平均値と比べて 0.42t 少なくなっている。 ■二酸化硫黄■二酸化硫黄

　主に工場などで重油などの硫黄を
含む燃料を燃やすときに発生。

　自動車・工場などの排出ガスに含
まれる一酸化窒素が、大気中の酸素
と結合して発生。

■二酸化窒素■二酸化窒素

■光化学オキシダント■光化学オキシダント

　大気中の窒素酸化物や炭化水素な
どが、太陽の強い日射しを受けて光
化学反応を起こして、生成される。
光化学スモッグは、主として、これ
に起因するといわれている。

5 年度
上半期
平均値

環境基準との対比
4年度
上半期
平均値

日平均値が
0.06ppmを
超えた日数

日平均値が
0.04ppm以上
0.06ppm以下
の日数

（ppm） （日） （日） （ppm）
名和小学校 0.010 0 0 0.010
名和町吹付 0.013 0 0 0.011
市役所 0.008 0 0 0.009

加木屋小学校 0.009 0 0 0.009

5 年度
上半期
平均値

環境基準との対比 ４年度
上半期
平均値

１時間値が
0.1ppmを
超えた時間数

日平均値が
0.04ppmを
超えた日数

（ppm） （時間） （日） （ppm）
名和小学校 0.001 0 0 0.001
市役所 0.001 0 0 0.001

富木島小学校 0.002 0 0 0.001
加木屋小学校 0.001 0 0 0.001

項目

項目

測定局

測定局

昼間（5:00 ～ 20:00）
5年度
上半期
平均値

環境基準との対比 4年度
上半期
平均値

１時間値が 0.06ppmを
超えた時間数

（ppm） （時間） （ppm）
市役所 0.037 267 0.034

加木屋小学校 0.037 359 0.035

5 年度
上半期
平均値

環境基準との対比 4年度
上半期
平均値

１時間値が
0.20㎎ /㎥を
超えた時間数

日平均値が
0.10㎎ /㎥を
超えた日数

（㎎/㎥） （時間） （日） （㎎/㎥）
名和小学校 0.016 1 0 0.018
名和町吹付 0.018 0 0 0.019
市役所 0.014 0 0 0.015

富木島小学校 0.016 1 0 0.016
加木屋小学校 0.015 0 0 0.015

5 年度上半期の大気測定結果5年度上半期の大気測定結果 問合先　生活環境課

５年１月～ 各施設の集じん機の維持管理（継続）
５年４月 小型道路清掃車更新

６年２月（予定） 石炭輸送系集じん機更新
６年４月（予定） 小型道路清掃車更新
８年３月（予定） 製鋼スラグ処理場　防風フェンス設置

５年１月～ 各施設の集じん機の改善・更新（継続）
〃 工場内の道路補修及び舗装　※飛散防止対策

５年６月 最終処分場へのスプリンクラー設置

５年１月～ 各施設の集じん機の改善・更新（継続）
５年４月 原材料配合装置に係る粉じん防止壁の設置
５年６月 スラグ流滓ピット蓋の補修

■鉄鋼３社の降下ばいじん対策状況（５年１月以降分）■鉄鋼３社の降下ばいじん対策状況（５年１月以降分）

●愛知製鋼㈱知多工場
　５年６月　最終処分場へのスプリンクラー設置
　製鋼過程で発生する副産物（スラグ）を保管し処分する場所に、飛散
防止のために散水するスプリンクラーを追加設置した。

●日本製鉄㈱名古屋製鉄所
　５年４月　小型道路清掃車の更新
　道路や建屋周りの粉じんをブラシと吸引により除去する小型道路清掃車
を更新し、能力を向上させることで、二次飛散の防止を図った。

●大同特殊鋼㈱知多工場
　５年６月　スラグ流

りゅうさい

滓ピット蓋の補修
　飛散防止のためスラグを冷却する際の蓋を補修した。

項目

項目

測定局

測定局

項目
測定局
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